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3月 例会 『野草料理と竹笛 J 古 村 さ つ き

3月 17日 (水)天気晴れ 参加者男6名 女8名

飛鳥駅よリバスで福祉センター迄行きかめバスに乗り換える

運転手さんいわく "このバスは美人しか乗れません"

メンバーは、皆合格で一安心
ヘアピンカープ有りのくねくね道
民家の間の狭い道もなんのそのバスは走る。

棚田が美しく菜の花や、梅の花が見事に咲いている。
約20分で入谷へ、歩いて1分ほどの所にある水谷草木研究所の看板がかかつた日舎

屋に着く。
早速に本国の料理の材料を摘みに出かける。
よもぎ、野蒜、やぶ椿、あざみ、ふきのとう、はこべtつくし、かんぞう、ゆきのし

た、、にわとこ、自花タンポポ、
きゅうり草、からすのえんどう、日●●■……・こんなものが食べられるのかと

思う。            ~
皆夢中になつて摘み草をする。
弓場さんと土地の方の話も弾む。
30分予定より遅れて戻る。
おくどさんのあるクラシツク台所でお料理開始。
エプロン姿きりりとした豊島さんを先頭につくしのはかまとり、野蒜の下ごしらえと

準備は進む。
            ラタータラ

=ン

タンタシーと野草を苑NHKのお料理教室のように♪♪♪タンタ電
でたり、和えたりt夫婦羅と
変身していく ‐

男性群は、チョイトお先にのどを潤す。
女性群がお料理、男性群が配膳をする。
どれも美味しく話も、食も進む

`ここでクイズ "山の神の好物は"皆めいめいに答えるもはずれ

答えは "おこぜ"神さまが嫉妬u=いようにとのこと、成る程と納得する

お腹が一杯になつたところで樋口さんの指導の下竹笛を作る。なかなか旨く音が出な

い .

皆童心に帰つて一生懸命 、あちらこちらでピーピーピーまるで捕り物のようである。

何とか作品も出来大満足
ホーホケッキョの鳴き声に送られ家路に着く。大変楽しい一日でした。
ご準備くださった皆様ありがとうございました。
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第一回奈良市国有林における間伐実施報告

<3月 12日 (金)曇りおAM10.30～PM3.00>阿 部 和 生
.奈

良森林管理事務所の許可を得た「忍辱山国有林・1.5ヘクタール」の間伐作業に参加し

た。参加者8名 と管理事務所の方3名で地図に示された場所をぐるりと一回りする。あら

かじめ敷地境界に目印をつけていただいているが、やはりご一緒してこそ確認できるもの、
‐

山の境界はヽ住宅地のように誰が見てもわかる区切りとは行かないことを実感する。道路

から少し入つたところに平坦でこれからのベースキヤンプに適したところを見つける。こ

れから■年大切な場所になるだろう。緩やかな斜面 作業のしやすいところ やや急峻な

ところ 両手両足に気をみなぎらせ上る場所 などなど現場に入り目印を確認し、本を見

上げ下草を眺め、ようやくに一月しその広さを体感する。山は眺めているだけでは見せな

い顔を私たちに見せ招いてくれる。木々の下に立ちこずえに目をやればすらりと伸びたそ

の高さに驚かされ 年輪を刻んだその幹は「もつとお日様をくれ」と叫ぶ 足もとのショ

ウジョウバカマ■春を告げられ ャマツツジは新芽を膨らませている。いつしか森の霊気

(?)フ オトンチッドを胸に吸い込んでいるのであろう軽やかな気分になっている。

全員が集まり用具を身につけヘルメットをかぶるともう一人前の作業員に変身 オット

それからが大切 管理局の方々から 安全作業、用具の使い方、森林の特性 事要性など

につき資料とともにレクチャーを受け 今一度現場に降り立ち ロニプの使い方や倒伐9

実演を見せていただく。さらに

『健康な森・美しい森にしてください」と言う言葉をしつかりと受け止めた。

昼食 この言葉について話し 【光を入れ 針広混交林を目指す1 とりあえず啓間伐すす

めることにする。実演のようには上手くスム∵ズにはかどらないが 手順を踏み協力し合

い 本を伐り 枝を払い 玉切りをし 林床を美しくし作業を進める。 10～ 15メ ー ト

ルの本はドスーンと量感あふれる倒れ方をする。懸かり木 (隣の本にひつかかること)す

ればロープの出番 力をあわせてしつかり木をねじ伏せる.汗とともに心身ともに充実感

にあふれ 童心に帰りすがすがしい。檜の切りくずがなんともいえない芳香を放つ。切り

倒した本に ゴメンな とささやきたくなる。ぼつかりと空間が出来ると林床が明るく変

わるのがしつかりと見られる。時間を忘れてしまう。

「私も一本伐る」この日 紅一点 の大寺さんが叫んで新調ののこぎりで檜に挑む:千

11Rど おり誰の手助けも借りず 受け目を切り追い口を作り伐採する。これを区切りに|の

日の作業を終了した。斜面を登り道路から現場を眺めると しつかりと作業の後が見える。

明るくなつている。これから一年 大勢の伸FElた ちでこの森をしらかりと手人■をしてあ

げるからな1また来るからな!とゃゃヽれを告げた。      i
心地よい疲労 あふれる満足感 協カレ合 う楽しさ いらばいのお生産をもらつた一 日

だった。

月に 2回の作業 目設定です。参加していただくことからはじめませんか : きつと満足

した 0日 をプレゼン トされることでしよう。この国有林の間伐作業 社会貢献は、寺 IEl正

博様の尽力によリスタートしました。多数のかたふたの参加 鈍 庸をお待ちしてヽま`す。



棚 圏 賛 歌

川井 秀夫

昨年七月、 シエア自然大学 自然保護部か ら当会に棚田再生作業の協力要請があり、

大阪 里山クラブとの協働作業が始まる。

生駒市 西畑町。有名な暗峠か らl日 奈良街道、現 国道 308号 線沿ひに広がる 16

haが 戦場 となる。「棚田クラブ」とサークルネームを冠 して、週に一回、草刈 り、竹

の間伐、畑作か ら稲作まで、雑木林でシイタケの植菌、遊歩道の整備 と、実作 と景観の

復元 に汗を流す。代表幹事の出目さん、補佐役の阿部 さん、大石 さん、事務局の大寺さ

んを始め、当会のパワーが大 きな力にな って、四季の移 り変わりと共に、景観に美 しさ

を増 し、感動の日々が続いている。

少 し日記風に活動状況を記すと

7月 某 日

嬢が顔を出す。雑草に覆われた生駒石の石積が草刈 りの成果で、見事な姿を現す。

8月 某 日

竹の間伐が続 く、薮が竹庭の様に蘇 る。草や潅木の焼却 も大変、灸天下で脱水状態

寸前。自戒 と反省 しきり。

9月 某 日

蕎麦の花、秋桜が風に揺れる。稲穂が実をつけて稔の秋が近い。草刈 り続 く。

自動車払機が威力を発揮。次々と体耕の段 々畑の曲線が鮮やかな姿を見せる。

11月 某 日

地元の方 々と収穫祭。銘酒に大 トラ、小 トラ続出。 コミニュケーション高まる。

12月 栞 日

しめ縄作 り実習.蕎麦の脱穀。蕎麦打 ちの実習。自前の蕎麦に舌鼓。

1月 某 日

寒風の中、神田川周辺の竹笹伐採。小 さな渓谷美 ?。

3月 某 日

春雪降 る。一面の銀世界。春間近。 これか ら、どんな彩 りを見せて くれるか楽 しみ。

文化庁が里山・ lll田・ 寺社仏閣の構造物等、日本の自然遺産、文化遺産の保護に向け

て、今国会で法命1化す ると言 う。曾て司馬遺太郎が「棚田は万里の長城に勝る日本の遺

産である」と言 ってのけた。

ここには、自然の万物が埋まっている。地元の方 々の理解を得て、我 々の自然観が生

かされ、失われた棚田に蘇生の夢を追い、雑木林に自由空間を求め、自然の賛歌が聞 こ

える豊かな森 も夢見たいと願 っている。

今年 も田圃づ くり、旬の畑作、遊歩道整備に汗を流 し、生駒草刈 り十字軍 として過疎

化の進む、一町一村の尖兵になれればと思 う。自由参加です。気の向いた時に、現場へ

気軽 に足を運んで下 さい。
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行 基 菩 薩 と二  くIヨ 本 図 〉

寺田正博

近鉄奈良駅前の噴水の中に立っていらっしやる行基菩薩像

行基菩薩 668(天 智 7)～ 749(天 平勝宝元) 渡来系氏族で、河内国 (大阪府)

大鳥郡に生まれる。奈良前半期の高僣。仏教の民間布教と社会事業に尽力し、平城京造営

に集まった難民を “私度僧"(官の許可なく私的に得度した尼僣)と して救い、和泉に移

ってからは、土師氏の協力を得て池溝を修築し、また川の渡船場ななどに無料宿泊所であ

る (布施屋〉を含む仏教的施設である (院)を造つた:初め “僧尼令"に違反するとして

弾圧されたが、後に 〈東大寺大仏〉の建立に協力したとして大僧正に任ぜ られた。

『渓嵐拾葉集』には『行基菩薩記』 (未発見)の記述として、天照太神、行基善薩と一

体のことき聖武天皇の御代に、東山より紫色の沙門 (男性の修業者)来たりて、聖武天皇

に示して云く、金銅十六丈の慮舎那仏を造立すべきなりと云々。時に天皇夢より覚む。

そして行基菩薩を勅使として太神宮へ参詣せしむ。これによれば、大仏が鎮座する大伽藍

をもつ東大寺は、天照太神の冥応 (目 に見えぬ神仏の感応)によって建立された寺とされ

ている。

行基菩薩の伝記は『 日本霊異記』『続日本紀』などにみえるものが古く、それらは聖徳

太子に次ぐ日本仏教創聖成の大功労者と位置付け、 “文殊"の化身とされている。それだ

けに行基にまつわる説話も多数形成され、中古 中゙世の諸書に収録されて仏教文学上最も

話題に富む人物の一人となつている。

表記の (日本図)ですが、近代以前の日本地図といえば、まず思い浮べるのは伊能忠敬

(1745～ 1818)と 彼が製作した伊能図 (「大日本沿海輿地全図」)でしよう。

しかし、中世以前にもすばらしい く日本国)がありました。それが行基式 《日本図》です

行基作成と伝えられている中世以前

の日本図の総称。しかし行基が地図

を作ったことを示す確かな資料はな

い。しかし、室町時代以降に成立の

『行基大菩薩行状記』には行基が

「三国の差図をつくりて、我朝にひ

ろめ給へ り」とある。そしてそれに

は、我が国をもって、独古の形と云

えり。行基菩薩、日本を遍歴して、

国境を定め、田畑を開きたまふ。そ

の時、感見の様片を図し給へり。そ

の形独古の形なりと云々。

独古とは、図の様な形で、密教で、煩悩を破砕し菩提心

を表す金属製の法具。細長く手に握れるほどの大きさ。

つまり、行基の描いた く日本図〉が独古の くかたち)を

していたとする中世仏教特有の密教的な思考に基づく

に ユ牽黛
==

くヨP

 ヽ             三
→ 轟α難

=聟
 =実=H

イメージとみることができる。これらには諸説があり疑問も多い。

参考引用文献  「岩波 仏教辞典」 「行基」井上薫 「日本霊異記」
~     

「龍の棲む日本」黒田日出男      .
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